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特
徴
は
最
初
の
質
的
調
査

活
動
は
5
段
階
か
ら
な
り
（
図
1
）
、
現
在
は
3
段
階
目

の
途
中
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
反
映
し
た
点
が
こ

の
小
委
員
会
活
動
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
話
し
手
（
土
木
従
事
者
）
の
基
本

属
性
に
加
え
、
職
務
内
容
や
職
場
環
境
、
生
活
面
を
含
む

働
き
方
の
ほ
か
、
経
時
的
な
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
変
化
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
の
後
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
逐
語
録
か
ら
、
話
し
手
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
仕
事
に
関
す
る
語
り

を
抽
出
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
発
せ
ら
れ
た
か

に
基
づ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
三
つ
に
分
類
し
た
。
立
場
に
よ
る
業
務
や
思
考
の
偏

り
を
避
け
る
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
合
計
26
名
（
建
設
会
社
7
名
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

6
名
、
公
務
員
6
名
、
民
間
発
注
者
2
名
、
大
学
教
員
2

名
、
そ
の
他
の
組
織
3
名
）
に
実
施
し
た
。
抽
出
し
た
語
り

は
1
7
6
8
文
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
9
4
4
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

5
1
8
、ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
3
0
6
）に
の
ぼ
っ
た
。

1
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
！

次
に
、
Ｋ
Ｊ
法
と
い
う
手
法
を
参
考
に
し
て
各
3
分
類

に
属
す
る
語
り
を
同
類
項
で
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
い
っ

た
。
例
え
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
は
、「
目
の
前
の
辛
い
仕
事
が
、

次
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
た
め
の
も
の
だ
と
思
え
る
」

「
若
い
時
に
失
敗
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
く
経
験
が
お
も

し
ろ
い
人
生
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
語
り
を
〈
逆
境
〉
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、「
仕
事
量
が
多
く
て
も
自
分
の
思
う
よ

う
に
で
き
る
と
楽
し
い
」「
顧
客
と
直
接
や
り
と
り
し
、
仕

事
の
方
針
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
立
場
」
な
ど
の
語
り

を
〈
自
己
裁
量
〉
に
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

そ
し
て
、実
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、仕
事
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
側
面
に
関
す
る
項
目
（
Ｐ
項
目
）
を
尋
ね
る
際
、
回
答

者
が
捉
え
方
を
迷
わ
な
い
よ
う
〈
逆
境
〉
を
〈
成
長
の
た
め

に
厳
し
い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
〉
、〈
自
己
裁
量
〉
を
〈
裁
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図1　小委員会の活動の流れ

インタビュー調査
（質的調査）

マネジメント
手法の提案

ウェルビーイングの変化を把握できる
ように、追跡調査のしやすいマネジメ
ント手法を検討

一部のアンケート回答者に追加インタ
ビューを実施し、着目する価値観や
課題を深掘り

因子分析や重回帰分析、クラスター
分析などにより土木従事者の価値観
や業界の課題を把握

ウェルビーイングに影響を及ぼす項目
のほか、幸福度や仕事の満足度など
を調査

土木業界で働く人々が実際に経験し
た業務中のウェルビーイングな体験
を抽出

追加インタビュー
調査

（追加質的調査）

アンケート結果
の評価・分析

アンケート調査
（量的調査）

表1　アンケートの設問とP項目一覧

設問 回答方法
P項目(31項目)の重要度 選択式（5段階）
N項目(27項目)の影響度 選択式（5段階）
仕事に対する満足度 選択式（7段階）
土木業界に対する幼少期から
の親しみ

あり／なし

学生時代に土木について専門
的に学んだ

はい／いいえ

自ら土木を進路選択した はい／いいえ
土木業界に対する愛着度 選択式（5段階）
eNPS 選択式（11段階）
主観的幸福感尺度 選択式（7段階）
基本属性 性別、年齢、業種、職位、組織

規模、転職回数、など
P項目一覧
P01
P02
P03
P04
P05
P06
P07
P08
P09
P10
P11
P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31

スキルを身に付けることができる
勤務地
効率の良い働き方ができる
挑戦的に仕事ができる
チームプレイができる
規模の大きいプロジェクトに関わる
給与や福利厚生
裁量がある
クリエイティブな仕事ができる
仕事上の良好な人間関係
やりたい仕事ができる
満足できるワークライフバランス
新しい技術や先端技術に接すること
仕事上での活発なコミュニケーション
自分の価値を発揮できる
自身の健康状態が良好
仕事を通して人脈が広がる
愛着がもてる組織で働ける
自身の仕事の成果が目に見えて後世に残る
成長のために厳しい環境に身を置くこと
業界内での後進の育成や教育、指導を行うこと
社会的意義（社会貢献、地元への貢献）がある
土木業界が社会需要的に安定している
土木に対して世間が良いイメージを持っている
顧客や社外から評価される
仕事を通して視野が広がる
達成感（目標達成で得られる満足感）がある
組織内で正当に評価される
人として成長できる環境がある
キャリアビジョン/キャリアの目標が描けている
海外で仕事をする機会がある
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十
人
十
色
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
？

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
？

十
人
十
色
や
百
人
百
様
、
十
人
寄
れ
ば
十
国
の
者
と
い

う
四
字
熟
語
や
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、「
考
え
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
」
と
い
う
社
会
通
念
が
日
本
に
は
古
く
か
ら
あ

る
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

│
ど
う
い
う
状
態
（being

）

が
自
分
に
と
っ
て
良
い（w

ell

）
の
か

│
は
、
ま
さ
に
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。

土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
の
「
土
木
業
界

に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
調
査
研
究
小
委
員
会
」（
以

下
、
小
委
員
会
）
で
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
土
木
業
界
で

働
く
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
研
究
対
象
と
し
て
い

る
。
今
回
、
本
誌
で
小
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
一
部
の

検
討
結
果
を
ご
報
告
し
た
い
。

さ
て
、
個
人
の
状
態
を
表
す
抽
象
的
概
念
で
あ
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
、
多
様
性
を
意
味
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
た
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
少
し
曖あ
い

昧ま
い

で
、
違
和
感
を
抱
く
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
こ

そ「
十
人
十
色
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」の
ほ
う
が
し
っ
く

り
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
私
だ
け
か
も
し

れ
な
い
が
、
十
人
十
色
の
よ
う
な
言
葉
は
、
違
い
が
あ
る

と
い
う
事
実
を
半
分
無
意
識
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
印
象

が
あ
る
の
に
対
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
社

会
活
動
の
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
集
団
や
組

織
に
含
ま
れ
る
人
々
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
し
っ

か
り
認
識
し
、
そ
し
て
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
持

つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
横
文
字
が
多
い
と
い
う
ご

指
摘
を
受
け
そ
う
だ
が
、
あ
え
て
こ
の
表
現
と
し
た
。

業
界
の
外
で
は
な
く

中
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
？

小
委
員
会
設
立
の
き
っ
か
け
は
さ
っ
と
触
れ
る
に
と
ど

め
た
い
。
と
い
う
の
も
、
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
に

長
く
関
わ
っ
て
き
た
当
社
職
員
が
退
職
間
際
に
発
し
た

「
建
マ
ネ
に
も
っ
と
貢
献
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
一
言
が
発

端
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
当
社
内
で
新
規
研
究
小
委

員
会
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
て
い
る
中
で
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
が
候
補
に
挙
が
り
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
、

建
設
業
界
で
扱
わ
れ
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
は
、「
建

設
業
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
向
上
す
る
」
と
い
っ
た
外
向
け
の
も
の
と
し
て

登
場
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
業
界
の
〝
中
〞

は
？

と
い
う
こ
と
で
ま
ず
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
。

そ
の
後
は
、
例
え
ば
年
齢
や
職
種
で
比
較
し
て
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
低
い
集
団
が
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
施
策
を

提
案
し
、そ
れ
が
業
界
の
魅
力
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
担
い
手
不
足
に
も
貢
献
で
き
た
ら
と
い

う
程
度
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
、
そ
れ
に
賛
同
し
て
く

れ
た
人
た
ち
と
2
0
2
4
年
6
月
に
小
委
員
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た（
2
0
2
6
年
5
月
終
了
予
定
）。
以
上
の
経
緯

で
明
確
な
ゴ
ー
ル
を
設
け
ず
に
始
ま
っ
た
小
委
員
会
だ
が
、

こ
の
1
年
半
、
活
発
に
活
動
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

│
土
木
業
界
で
働
く
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
│

幸
良
淳
志
正
会
員

土
木
業
界
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
調
査
研
究
小
委
員
会
委
員
、

（
株
）
大
林
組
土
木
本
部
営
業
企
画
第
一
部
課
長

KORA Atsushi 
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学院工学研究科修士課程修了。2010年（株）大林組入
社。3年間の現場勤務の後、常設部門と2度の出向を経
験。2023年4月より現部署に所属。 
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分
析
の
話
は
終
わ
り
に
し
て
、
こ
こ
で
、
2
0
2
5
年

9
月
の
土
木
学
会
全
国
大
会
で
同
じ
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
の
働
き
方
改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
小
委
員
会
と
共

催
し
た
研
究
討
論
会
に
も
触
れ
て
お
く
。
研
究
討
論
会
で

は
、「
明
日
誰
か
に
伝
え
た
い
『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
土

木
業
界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

登
壇
者
の
方
々
か
ら
体
験
談
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を

ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
聴
講
者
は
2
0
0
人
を
超
え
、
改

め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
だ
と
感

じ
た
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
専
門
家
で
あ
る
島
田
氏
（
写
真

1
）
か
ら
は
、
自
分
の
内
面
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
ま

ず
は
自
分
を
認
め
る
こ
と
、
そ
し
て
何
が
自
分
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
の
か
、
逆
に
下
げ
る
の
か
を
把
握

し
、
そ
れ
を
周
囲
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
の
大
切
さ

が
説
か
れ
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
訓
練
で
あ
る
」
と
い

う
お
話
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
やGood

&

N
ew

と
い
っ
た
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
（
図

3
）
。
慣
れ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
恥
ず
か
し
く
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
は
自
分
か
ら
そ
れ
ら
を
実
践

し
、
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
け
ば
、
自
分
の
、そ
し
て
み
ん

な
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

最
後
に
、
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
た
め
に
米
国
へ

留
学
し
た
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
聞
い
た
話
を
紹
介
し

て
終
わ
り
た
い
。
大
学
でFlourishing

と
い
う
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す
る
講
義
を
受
け
、
自
分
の
感
情
を

「N
am
e

（
名
付
け
る
）
、Tam

e

（
飼
い
な
ら
す
）
、Re-

fram
e

（
再
構
築
す
る
）
」
す
る
ス
キ
ル
の
高
め
方
を
習
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

は
訓
練
で
あ
る
」
と
同
じ
だ
。
ま
た
、
講
義
の
合
間
に
は
、

心
の
中
で
〝I

am
at
peace

〞
を
唱
え
な
が
ら
深
呼
吸
を

す
る
瞑め
い

想そ
う

の
時
間
が
た
び
た
び
挟
ま
れ
た
の
だ
と
か
。I

am
atpeace

、そ
し
てEveryone

is
atpeace

へ

│

皆
さ
ん
の
職
場
で
も
試
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

謝
辞
：
本
研
究
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
詳
細

な
分
析
内
容
や
結
果
は
、
論
文
や
小
委
員

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
今
後
発
表
し
て

い
く
予
定
で
す
）

写真1　研究討論会登壇者

図3　 研究討論会のグラフィックレコード（グラレコは討論会の動画とともに小
委員会ウェブサイトに掲載）（作：シミ（イラストレーター／漫画家））

前列左から：浜田紗織氏（ワーク・ライフバランス、小委員会委員・FU小
委員会委員）、佐々木嘉仁氏（大林組、小委員会委員長）、島田由香氏（YeeY、
日本ウェルビーイング推進協議会）、後列左から：國枝将大氏（Meaningful 
Design House、小委員会委員）、門馬真帆氏（アイ・エス・エス）、中島裕樹
氏（大成建設、小委員会委員）、東香織氏（KSK）

・表中の数値%は有意水準を表す。
・ 有意水準が5%以下は「統計的に有意」、1%以下は「統計的に非常に有意」
となる

・ 有意水準が5%より大きい（統計的に有意ではない）ものは“ ー ”で表示し
ている

図2　重回帰分析の一例

説明変数
（因子）

女性
×

20代以下

社会貢献
重視

満足
感

─

─ ─

─

正
１%
以下

正
１%
以下

正
１%
以下

負
５%
以下

負
１%
以下

負
１%
以下

負
１%
以下

負
１%
以下

正
１%
以下

満足
感

満足
感

満足
感

幸福
感

─

─ ─ ─ ─

─

─

正
５%
以下

正
１%
以下

正
１%
以下

正
１%
以下

幸福
感

幸福
感

幸福
感

対人関係
重視

自己成長
重視

労働条件
重視

男性
×

20代以下

男性
×
40代

目的変数
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量
が
あ
る
〉
と
い
う
具
体
的
な
形
に
改
め
、〝
次
に
示
す
項

目
は
あ
な
た
が
幸
福
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
ど
の
程
度
重

要
と
考
え
ま
す
か
？
〞
を
教
示
文
と
し
て
、「
1
．全
く
重

要
で
は
な
い
」
〜
「
5
．非
常
に
重
要
で
あ
る
」
の
5
件
法

で
回
答
を
求
め
た
。
紙
幅
の
都
合
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面

に
関
す
る
項
目
（
Ｎ
項
目
）
に
は
触
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｐ
項
目
31
個
と
Ｎ
項
目
27
個
は
、
話
し

手
の
実
体
験
が
基
に
な
っ
て
い
る（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
使
用
せ
ず
）。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
そ
の
他
に
回

答
者
の
基
本
属
性
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す
る
設
問

（
主
観
的
幸
福
感
尺
度
、
職
務
満
足
度
、
土
木
業
界
へ
の
愛

着
）
な
ど
を
用
意
し
た
（
表
1
）
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
主
に
土
木
学
会
と
業
界
団
体
を
通
じ
て

2
0
2
5
年
4
〜
5
月
に
か
け
て
配
布
し
、
な
ん
と
1
万

0
0
5
8
名
も
の
方
か
ら
有
効
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
回
答
者
の
基
本
属
性
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

環
境
が
異
な
れ
ば
感
じ
方
は
異
な
る

環
境
が
同
じ
で
も
感
じ
方
は
異
な
る

現
在
進
行
中
の
分
析
事
例
と
し
て
一
つ
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、
回
答
の
背
後
に
あ
る
潜
在
的
に
共
通
す
る
考
え

方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
全
回
答
者
の
Ｐ
項
目
の
回

答
結
果
に
対
し
て
探
索
的
因
子
分
析
を
実
施
し
、
因
子
の

解
釈
可
能
性
も
考
慮
し
た
上
で
、
Ｐ
項
目
を
4
因
子
に
整

理
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
に
含
ま
れ
る
Ｐ
項
目
か
ら
表

3
の
よ
う
に
命
名
、
解
釈
し
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
価
値
観

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
作
業
で
あ
る
。

次
に
、
4
因
子
を
説
明
変
数
、
職
務
満
足
度
（
以
下
、
満

足
感
）
と
主
観
的
幸
福
感
尺
度
（
以
下
、
幸
福
感
）
を
目
的

変
数
と
し
て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。重
回
帰
分
析
と
は
、

説
明
変
数
が
目
的
変
数
に
与
え
る
影
響
（
正
負
の
相
関
と

そ
の
影
響
度
）
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。
性
別
×
年
代
別

で
整
理
し
た
結
果
の
一
部
を
図
2
に
示
す
。
図
中
の
正
負

は
因
子
と
満
足
感
・
幸
福
感
と
の
相
関
を
表
し
て
お
り
、

正
負
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
因
子
を
重
視
す
る
人
が
、
今
の

土
木
業
界
の
中
で
満
足
感
・
幸
福
感
を
得
ら
れ
や
す
い
／

得
ら
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
結
果
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

自
己
成
長
を
重
視
す
る
若
年
層
の
男
性
と
、
社
会
貢
献
を

重
視
す
る
壮
年
層
の
男
性
は
、
と
も
に
現
状
の
職
務
に
満

足
し
幸
福
感
も
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、
逆
の
組
み
合
わ
せ

で
は
有
意
な
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
経
験
と
と

も
に
重
視
す
る
価
値
観
が
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
次
に
、
対
人
関
係
を
重
視
す
る
場
合
、

幅
広
い
世
代
の
男
性
は
満
足
感
が
高
い
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
若
年
層
の
女
性
で
は
逆
に
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
対
人
関
係
を
重
視
す
る
若
年
層
の
女
性
に
と
っ

て
、
男
性
社
会
の
構
造
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
い
土
木
業

界
で
は
、
ま
だ
ま
だ
本
音
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
づ
ら
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
、
男
女
問
わ
ず
労
働
条
件
を
重
視
す
る
層

に
と
っ
て
は
、
今
の
土
木
業
界
で
は
満
足
で
き
る
よ
う
な

働
き
方
は
難
し
い
可
能
性
も
表
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

た
と
え
同
じ
環
境
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

軸
に
物
事
を
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、
お
の
お
の
が
得
ら
れ

る
満
足
感
や
幸
福
感
に
は
当
然
差
が
生
じ
る
。
な
お
、
重

回
帰
分
析
は
相
関
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
っ

て
因
果
関
係
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
今
後
は

追
加
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
デ
ー
タ
分
析
の
隙
間
を

補
完
・
補
強
し
、
よ
り
根
拠
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
「
訓
練
」

ま
ず
は
自
分
か
ら

表3　P項目の探索的因子分析結果

表2　回答者の基本属性 （N=10,058）

因子 命名 解釈 含まれる
P項目

1 社会貢献
重視

社会への貢献を通じ
て、社会とのつながり
やキャリアの充実を志
向する外向きの価値観

17～19,
21～27,
29,30

2 自己成長
重視

最先端で挑戦的な仕
事に取り組み、それに
よって自身が成長する
ことを重視する内向き
の価値観

1,4,6,8,
9,11,13,
15

3 対人関係
重視

職場内の円滑なコミュ
ニケーションや良好な
人間関係を重視する価
値観

5,10,14

4 労働条件
重視

働きやすさや健康、待
遇の良さなど、仕事と
生活のバランスを重視
する価値観

2,3,7,
12,16

基本属性 n（%）

性
別
女性
男性
答えない

935（ 9.3%）
8,977（89.3%）
146（ 1.5%）

年
齢

20代以下
30代
40代
50代
60代以上

1,800（17.9%）
2,003（19.9%）
2,215（22.0%）
3,094（30.8%）
946（ 9.4%）

業
種

地方公共団体
官庁・独立行政法人
建設コンサルタント
建設会社（ゼネコン）
建設会社（専門工事業）
その他

2,917（29.0%）
675（ 6.7%）
787（ 7.8%）
3,498（34.8%）
746（ 7.4%）
1,435（14.3%）

職
位

非役職者
主任・係長クラス
課長クラス
部長クラス以上
その他

3,009（29.9%）
3,120（31.0%）
2,381（23.7%）
1,333（13.3%）
215（ 2.1%）

U49322
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